       社会科単元指導案                          指導者  川瀬健一・片山 真

１．分野・単元     地理的分野  「ところ」かわれば「くらし」もかわる！

２．単元目標       (1)世界の地域によって様々なくらしがあり、くらしの違いは気候・文化など様々な要因があることに気付く。（異文化理解）

                   (2)課題解決学習をすすめるため、課題設定の仕方・調べ方・発表の仕方の基礎を身につける。

３．単元の指導観     世界には日本と違う様々な環境でくらしている人々がいる。そして諸条件に応じた工夫をこらしながら多様な生活を営んでいる。ところが、物質的に豊かで均質な日本でくらしている子供たちの多くはテレビという窓を通じてしか世界を知る機会がなく、そこではメディアの見世物的なバイアスのかかった世界象を形成している。この単元では自ら課題に取り組むことを通じて多元的世界像の形成の基礎を養いたい

４．指導計画

時
活動内容
具体的な学習内容

１
｢人々のくらしと環境｣

課題設定
・パネルを読み取りながら世界には異なる環境でくらしている人々がいることを知り、「人々の住む所で世界にはどんな自然環境の違うところがあるか？」という問いで以下の課題を設定し、生活班で分担する。（①～⑥にこだわらない）

①１年中寒い地域

②１年中乾燥する地域

③１年中暑くて雨の多い地域

④1年中暑くて海に囲まれている離島

⑤高い山の中で暮らす地域

⑥低地で洪水の多い地域

２
課題分担
・地域ごとのくらしの特色を知るには何を調べたら良いかを話し合い、調査項目を決め、分担する。

３～７
調査活動
・分担した調査項目を調べ、模造紙、TPシートなどにまとめ、様々な形式での発表の準備をする。

８
発表準備
・発表の確認や発表練習などを行う。

９～11
発表会
・1時間に２地域ごとの発表を行う。発表は対照的な地域ごとに組む。発表前のイメージと発表後のイメージをシートに記入する。

12
まとめ
・発表会を終えて、世界各地の生活の様子やその違いをシートにまとめる。

５．評価規準

関心・意欲・態度
社会的な思考・判断
資料活用の技能・表現
知識・理解

 人々のくらしについて興味を持ち資料を使って調べ発表しようとする
  人々の生活の違いを、自然的条件や社会的条件に関連させながら考えることができる。
  課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用し、発表することができる。


世界の人々のくらしの多様性と工夫を理解できる。

           社会科学習指導案                                  指導者  川瀬健一・片山 真

「ところ」かわれば「くらし」もかわる！①        課題設定（地域）
１．本時の目標     (1)世界には異なる環境でくらしている人々がいることを学ぶ。

                   (2)世界の地域による生活の違いを知るための課題を設定することができる。

２．本時の指導観     世界には様々な環境でくらしている人々がいる。そして諸条件に応じた工夫をこらしながら多様な生活を営んでいる。しかし、子供たちの日常生活の中から得られる日本と違う環境での生活やその工夫に対するイメージは極めて貧しい。そこで本時は日本と違う環境を挙げさせ、集団化しながら調べ学習の動機付けと課題設定を行う。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入
・パネルの読み取り
・パネル（１～２枚）を読み取りながら日本と違うくらしがあり、環境と関わりがありそうだと気づく。
Ｔ１．世界の人々のくらしの違い着目させ、その原因を考えるようにしむける。

Ｔ２．意見板書

展開
・課題を設定する。
・班ごとに「世界の日本と違う環境」をカードに書いて黒板にはり、以下のように集約する。（①～⑥にこだわらない）

①１年中寒い地域

②１年中乾燥する地域

③１年中暑くて雨の多い地域

④1年中暑くて海に囲まれている離島

⑤高い山の中で暮らす地域

⑥低地で洪水の多い地域


・同じものや似ているもの階層関係にあるものを①～⑥に集約できるように助言する。



まとめ

・上の①～⑥を各班で分担する。


（①～⑥のパネルを提示）

・次回の予告をする。

４本時の評価

関心・意欲・態度
日本と違う環境をすすんであげようとする。

資料活用の技能・表現
パネルから日本と違う環境やくらしを読み取ることができる

知識・理解
世界には日本と違う環境やくらしがあることを理解する。

        社会科学習指導案                                    指導者  川瀬健一・片山 真

「ところ」かわれば「くらし」もかわる！②  課題設定（調査項目）
）１．本時の目標     調査項目を話し合うことを通じて、くらしと環境との関係への関心を深める

２．本時の指導観     子供たちは、くらしが国や地域によって違うというイメージは持っているが、抽象的で具体性に欠ける。そこでこの時間は、調査項目を話し合うことにより、くらしの違いについてのイメージを具体化するきっかけをつかむ。

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入

・調査を行う地域の確認

・気候地図を使って①～⑥の条件に合う国の例を挙げる。
・パネルを掲示する。

（イメージをつかませる）

・気候地図を提示

・地形図を提示

展開

・班で調べる項目を話し合い、カードをに記入し、黒板にはり、以下のように集約する。

①衣

②食

③住

④その他（文化）

⑤環境


・同じものや似ているもの階層関係にあるものを①～⑥に集約できるように助言する。



まとめ

・調査項目の分担を決める
・①～④のような特色を持つ原因・背景まで調査することを指示する。

・複数で複数項目を分担するように指示する。

・次回は図書室で授業を行うことをつげる。

４本時の評価

関心・意欲・態度
調査項目や発表方法をすすんで決めようとする。

社会的な思考・判断
課題を解決するための調査項目を設定できる。

     社会科学習指導案                                         指導者  川瀬健一・片山 真

「ところ」かわれば「くらし」もかわる！③～⑧   調査・発表準備

１．本時の目標      (1)課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用する。
                    (2)くらしの違いの原因や背景に着目する。

２．本時の指導観   子供たちは世界に様々な国があることを知っているが、そこにどのような生活や文化の違いがあるかということを具体的には知らない。そこでここでは調査活動を通じて生活や文化の違いをつかむとともにその違いには様々な原因や背景があることに気づかせたい。

３．指導過程


時
学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入
①
資料さがし
・発表方法を話し合う

・図書室を使い、課題解決に必要な資料のありかをさがす。

（資料名や場所を記録する）
・まとめの仕方、発表方法、使用する道具の提示・例示をする。

・資料配置の概略を説明。

（調べの手引き）

展開
②～④
資料読解・資料整理


・必要な資料をコピーする。

・コピーの重要な部分に線を引く。

・コピーした資料を整理する。
・コピー時間を設ける

（２回：15分後と30分後）

・資料の読み取りを援助する。

・自分の分かる言葉に直すように援助する。

 （辞典の利用）

まとめ
⑤・⑥
まとめ
・資料を発表用にまとめる。

・発表準備

（まとめプリント、発表原稿、発表シナリオ、発表道具の作成）

・発表練習


４本時の評価

関心・意欲・態度
進んで調査活動や発表準備を行う。

社会的な思考・判断
くらしの違いとその原因・背景の関係に気づく

資料活用の技能・表現
適当な資料を選択し、読み取ることができる。

          社会科学習指導案                                  指導者  川瀬健一・片山 真

「ところ」かわれば「くらし」もかわる　⑨～⑪        　　発表（地域）
１．本時の目標     (1) 自分たちの調べた事柄を、わかりやすく発表する。

                   (2) 各班の発表を比較し、地域ごとのくらしに違いや工夫があることに気づく。

２．本時の指導観   　　この時間の発表は「所」かわれば「くらし」もかわるという

そして発表に対して質問や意見を出すことで、発表の不十分な点や注目させたいポイントをはっきりさせ、発表を補完していく

３．指導過程


学習内容
生徒の活動
教師の指導・支援

導入




展開




まとめ




４本時の評価

関心・意欲・態度
日本と違う環境をすすんであげようとする。

資料活用の技能・表現
パネルから日本と違う環境やくらしを読み取ることができる

知識・理解
世界には日本と違う環境やくらしがあることを理解する。

人の住む地域で世界にはどんな環境の違いがあるか。





くらしの違いを知るにはどんなことを調べたらよいのだろう。





人の住む地域で世界にはどんな環境の違いがあるか。








